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日本日本のの伝統的伝統的なな住宅住宅にはには、、

四季四季のの移移ろいにろいに応応じてじて室内室内をを快適快適にするにする工夫、工夫、

温暖温暖なな気候気候のもとのもと自然自然をを感感じるつくりじるつくり、使、使いい方方にに応応じたじた設設ええ、、

格式格式などをなどを表表すす装飾装飾などになどに代表代表されるされる様式様式などなど、、

住宅住宅のの内部内部とと外部外部のつなぎのつなぎ方方やや室同士室同士のの関係性関係性をを調整調整するする

さまざまなさまざまな仕組仕組みがあるみがある。。

たとえばたとえば、強、強いい日差日差しやしや雨雨からから身身をを守守るる屋根屋根のの先先にはには、、

風風をを感感じながらじながら過過ごしたりごしたり、、

屋外屋外のの作業場所作業場所をを確保確保するする軒下空間軒下空間がが生生まれまれ、、

そのその下下にはには室内室内からから一段下一段下がってがって

地面地面にに近近づきづき外外とと内内のの緩衝空間緩衝空間となるとなる縁側縁側があるがある。。

柱間柱間にはには壁壁とと建具建具がはめがはめ込込まれまれ、、

壁壁にはには外外をを眺眺めるめる窓窓がが開開けられけられ、、

季節季節やや天候天候にに応応じてじて建具建具のの開開けけ閉閉めをめを選択選択しし、、

光光とと風風をを取取りり込込んだりんだり遮遮ったりするったりする。。

一段高一段高いい天井天井やや床床はは、特別、特別なな場場としてのとしての意味意味をもちをもち、、

住宅住宅にに格式格式のあるのある領域領域をつくるをつくる。。

──

このようなこのような仕組仕組みはみは、住宅、住宅のの外外とと内、内内、内とと内内のの境界境界としてとして、、

日本日本のの伝統的伝統的なな住宅住宅にはごくにはごく普通普通にに取取りり入入れられてきたれられてきた。。

貴族住宅、農家、町家貴族住宅、農家、町家などなど身分身分やや地域地域によってによって

さまざまなさまざまな住宅住宅のの形式形式がありがあり、、それらそれら日本日本のの住宅住宅にはには、、

機能機能もつくりももつくりも異異なるなる境界境界がが多用多用されてきたされてきた。。

このようなこのような境界境界はは、地域、地域やや気候気候にに応応じたじた住住まいまい方方にに対対するする

知恵知恵やや、日本人、日本人のの風土風土にに対対するする姿勢姿勢やや

生活文化生活文化をを表表しているともいえるしているともいえる。。

──

高度成長期高度成長期にはには、都市、都市のの高密化高密化やや環境汚染環境汚染などのなどの

周辺環境周辺環境のの悪化、核家族化悪化、核家族化などなど、、

住宅住宅をを取取りり巻巻くく社会情勢社会情勢がが大大きくきく変貌変貌しし、、

住宅住宅のありのあり様様もも多様化多様化したした。。
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住宅住宅はは周囲周囲とのかかわりをとのかかわりを避避けけ、壁、壁でで閉閉ざすようになりざすようになり、、

特特にに都市部都市部ではでは限限られたられた敷地敷地のの中中でで、個々、個 の々の住環境住環境がが

完結完結するようなするような住宅住宅がが多多くつくられたくつくられた時代時代もあったもあった。。

──

またまた「「nLDKnLDK」」というという表記表記がが示示しているようにしているように「個室化」「個室化」がが

住宅住宅のの価値価値づけをづけを左右左右しし、、プライバシーのプライバシーの確保確保されたされた個室個室のの

数数でで住宅住宅のの良良さをさを評価評価するようなするような不動産的不動産的なな価値観価値観がが、、

住宅業界住宅業界をを支配支配するする時代時代もあったもあった。。

現在現在でもそのでもその傾向傾向はは残残るがるが、一方、一方でで家族形態家族形態のの変化、変化、

住住まいまい方方のの多様化、近隣多様化、近隣とのかかわりをつくろうとするとのかかわりをつくろうとする地域社会、地域社会、

素材素材やや工法工法のの技術技術のの進歩、気候変動進歩、気候変動によるによる温暖化温暖化にに対対するする

省省エネルギーへのエネルギーへの配慮配慮などなど、住宅、住宅をを取取りり巻巻くく社会状況社会状況のの

変容変容によりにより、住宅、住宅にに求求められるめられる価値観価値観もも変容変容しているしている。。

──

本書本書ではでは、、それぞれのそれぞれの敷地条件敷地条件やや施主施主のの要望要望にに

応応えるかたちでえるかたちで、建築家、建築家によるさまざまなによるさまざまな「境界」「境界」がが

提案提案されたされた住宅住宅をを紹介紹介しているしている。。

これらのこれらの住宅住宅ではでは、周辺環境、周辺環境とのかかわりとのかかわり方方やや

家族同士家族同士のの関係関係にに選択性選択性をを与与ええ、、

住住ままいい方方にに応応じたじた「境界」「境界」がつくられているがつくられている。。

このようなこのような「境界」「境界」にはには、現代、現代にに求求められるめられる多様多様なな住住まいまい方方をを

受容受容しし、、プロトタイププロトタイプ的的ではないではない個々個 の々の住住まいまい方方にに応応じたじた

自由自由でで豊豊かなかな住宅住宅をつくるをつくる可能性可能性がが

秘秘められているのではないかとめられているのではないかと考考えるえる。。

──

以下、本書以下、本書のの構成構成をを解説解説するする。。

──

まずまずchapterchapter11ではでは、日本、日本のの伝統的伝統的なな住宅住宅でで用用いられてきたいられてきた

境界境界のの仕組仕組みをみを77つのつの手法手法にに整理整理してして読読みみ解解きながらきながら、、

chapterchapter22でで紹介紹介するする5151のの住宅住宅でつくられたでつくられた「境界」「境界」をを整理整理したした。。

つくられたつくられた時代時代もも背景背景もも異異なるためなるため、、

まったくまったく同同じじ境界境界とはいかないがとはいかないが、、

手法手法としてのエッセンスにはとしてのエッセンスには

両者両者にに相通相通ずるずる点点がが感感じられるのではないだろうかじられるのではないだろうか。。

──

chapterchapter22はは本書本書のの主主となるとなる章章であるである。。

5151のの住宅住宅にに見見られるさまざまなられるさまざまな「境界」「境界」についてについて、、

平面平面やや断面断面のの構成構成でつくられたでつくられた「境界」、「境界」、

窓辺窓辺やや家具家具などなど部位部位のつくるのつくる「境界」、「境界」、

新新しいしい素材素材やや仕組仕組みでつくられたみでつくられた「境界」、「境界」、

リノベーションによりリノベーションにより再構成再構成されされたた「境界」「境界」などなど、、

そのその具体的具体的なな「境界」「境界」のの仕組仕組みやみや工夫工夫をを

手法別手法別にに読読みみ解解いているいている。。

──

chapterchapter33ではでは「境界」「境界」をつくるをつくる要素要素としてとして、、

伝統的伝統的なな建具建具とと新新しいしい素材素材やや

近年求近年求められるめられる省省エネルギーにエネルギーに関関するする項目別項目別にに、、

そのその特性特性とと設計時設計時のの注意点注意点をあげているをあげている。。

計画計画のの際際にに、基礎資料、基礎資料としてとして活用活用していただきたいしていただきたい。。

──

伝統的伝統的なな住宅住宅にに埋埋めめ込込まれてきたまれてきた

境界境界としてのとしての場場のの魅力魅力とと仕組仕組みとしてのみとしての手法手法がどのようにがどのように解釈解釈されされ、、

現代現代のの住宅住宅にふさわしいにふさわしい「境界」「境界」としてとして展開展開されているのだろうかされているのだろうか。。

そこにはそこには現代現代のの住空間住空間をを豊豊かにするヒントがあふれかにするヒントがあふれ、、

これからのこれからの住文化住文化をつくっていくをつくっていく

知恵知恵がが隠隠れているのではないかとれているのではないかと考考えるえる。。

──
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本書における事例の分析と
図・写真の加工について

掲載する事例については、

主に以下のような視点から図解し、分析を試みた。
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採光と通風（周辺の自然条件をどのように取り入れているか）

緑地や道路など周辺の状況とどう関わっているか

注目すべき部位などの寸法

上記を考慮しながら事例の図面や写真に考察を書き込み、

図から空間の特性が浮かび上がってくるような表現を試みた。

主な凡例

ほか、緑地や領域としての広がりには色のアミをかけ、

グラデーションなどの処理を適宜行っている。
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